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令和５年度三沢市放送番組審議会 会議録 

開催日時 令和５年１０月２４日（火）午後１時３０分～３時３０分 

場  所 三沢市国際交流教育センター ２階 研修室１・２ 

出 席 者 

会長 小比類巻 謙 委員 織笠 光子 

副会長 岩本 ヤヨエ 委員 谷内 大介 

委員 山上 里美 委員 中嶋 真理子 

委員 亀山 瑠香 委員 大槻 秀紀 

委員 長堀 晶   

事務局 

・三沢市政策部参事兼広報広聴課長 伊藤 和子 

・ＣＡＴＶ情報室長  柿本 潤 

・CATV情報室放送サービス係長 中野 和恵 

・主事 中市 翔  ・専任員 別部 斉和 

次  第 

１． 開会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長あいさつ 

４． 出席者紹介 

５． 審議会について説明 

６． 組織会（前会長退任による新会長の選出） 

７． 会議 

（１）これまでの取り組みについて 

  （２）令和 5年度市民アンケート結果について 

  （３）今後の取り組みについて 

８． 閉会 

会議の経過及び審議結果 

・委嘱状交付 

第 14期委員となる 12名中、異動等により補欠委員となった 3名へ、小檜山市長より委嘱状が

交付された。 

・市長あいさつ 

「お蔭様でマックテレビも開局 27年目を迎えましたが、これも市民の皆様のご協力のたまもの

です。今年度は、コロナ禍から抜け出し数々のイベントが従来通りの規模で開催され、まちに

活気が戻った喜ばしい年となりました。マックテレビでも市民の皆様の活き活きとした様子を

お届けでき、嬉しく思っております。これからも『市民に寄り添うテレビ局』として精進して

参る所存ですので、変わらぬご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げします。」とあいさ

つがされた。 

・組織会 

退任した前会長に代わり小比類巻委員が選任され、副会長は引き続き岩本委員となった。 

・会議 

会議案件（１）から（３）について事務局より説明の後、委員による質疑、意見交換がされた。

（内容は別紙のとおり） 
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【事務局より報告】 

・案件（１）これまでの取り組みについて 

昨年度の市民アンケート結果、及び同審議会の中での意見・要望に基づき、行ってきた新た

な取り組みや、改善について説明。（資料 6-1） 

・案件（２）令和 5年度市民アンケート結果について 

８月に実施した市民アンケートについて、調査結果を報告。（資料 7-1、7-2） 

・案件（３）今後の取り組みについて 

今後の新たな取り組み（案）、検討事項について説明。（資料 8） 

 

【委員による質疑、意見交換】 

（１） これまでの取り組みについて 

委 員： 改善のスピード、番組作りの熱を感じる。特に新番組「ミサワ Good Taste」は、

「顔だししなくてもいいよ」と、見る側だけでなく出る側への配慮のメッセージを入

れていて良いと思った。 

 

委 員： アンケート回収率は毎回この審議会でも話題になっていたので、ボールペンを１本

つけるという改善で回収率がアップしており、非常に良いと思った。更なる回収率ア

ップに向け、番組表も入れてみてはどうか。 

   

事務局： 次年度の取り組みとして、検討します。 

 

委 員： 新番組「青地本ベース@三沢 ふんわり自衛隊」は三沢の特性を活かしており、とて

もいい番組だと思う。 

 

（２）令和５年度市民アンケート結果について 

委 員： 各結果をみると、ツールとしての整備はできているようだが、実際は多くの市民に

届いていない、特に若い世代は視てもいないという現状がある。頑張り方がちょっと

違うのではないか。番組内容の充実の前に、公共サービスとして皆に届けなければい

けない。緊急放送も役割の 1 つだが、若い世代に声掛けするとか、ユニバースの入り

口でキャンペーンをやるとか、２０代とマックテレビとの出会いづくりとなる工夫を

してはどうか。 

 

委 員： 審議員が街頭キャンペーンをするなどの活動があれば協力できるし、例えば、テレ

ビを視ない 20代の人達が、何をやっているのかを調査するような番組はどうか。同世

代が興味を持つと思う。 

 

委 員： そもそも視聴できないという回答がとても多い。私も引っ越したらマックテレビが

うつらず、個人でアンテナを付けたら映った。どこの地域でも平等に視られる環境を

作ってほしい。事務局では、どうお考えか？ 

事務局： 戸別受信設備整備事業により順次アンテナ化を進める中で、アンテナでも視られな

い地域は、小さい共聴設備の整備を計画しており、市内全戸に情報を届けられるよう、

引き続き進めてまいります。 
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委 員： アンケート回答者を年代別にみると、20 代の回答者が非常に少ない。なぜ 20 代は

返事をしてくれないのか、なぜマックテレビを視ないのか、それを今この、同じよう

な年代が集まって憶測で考えても答えがでない。次期審議会の委員には 20 代 30 代な

ど若いメンバーも取り入れ、多様な年代で審議する場を作ってはどうか。 

男女比は、今と同じように半々になるよう、引き続きお願いしたい。 

事務局： 次期会議に向けて、検討いたします。 

 

委 員： 「生放送でうつりたくない、うつったらまずい」という意見が出ているが、事務局

としてはどのようにお考えか。 

事務局： 収録やインタビューであれば事前の約束や編集段階での配慮等ができるが、まつり

中継等では難しいところがある。なるべく一般の人をアップで映し出さないなど、配

慮していきたいと思います。 

 

委 員： 「同じ番組が何回も何回も流れてくる」という意見が毎回あるが、なぜ 24時間、何

回も同じ番組を繰り返し再放送しているのか。特に音楽番組は瞬間芸術なので、何度

も視たいものではない。 

事務局： 夜間、早朝も放送しているのは、夜勤の方など、生活リズムの多様化に対応してい

ます。再放送が多いことに関しては、制作スタッフ人数が限られており多くの番組を

作れないという事情もありますが、「何度も同じものを」、と言われないよう、今後工

夫していきたいと思います。 

  委 員： 見逃しても何度もチャンスがあるのは良いし、なんとなく流しながら家の事をする、

という視聴者には、良いという面もある。色々な意見があると思う。 

 

委 員： チケット料金を取る有料コンサートは放送しない、という線引きをしてはどうか。

市民団体の発表など、公会堂使用料の減免を受けたり、入場料も無料だったりのもの

であれば、何度も放送しても良いのではないか。 

 

（３）今後の取り組みについて 

  委 員： アンケートで、過去の三沢、昭和 50年代など、古い三沢をみたいという意見が多々

ある。これに対する番組制作は、どのようにお考えか。 

事務局： 「寫眞館 M」という番組が今のところそれにあたりますが、今後も商工会さんにも

ご協力いただき、昔の資料など更に掘り起こしていきたい。来年は三沢まつり 100 周

年ということで、静止画だけでなく映像資料も取り入れ、記念番組の制作に取り組み

たいと思っております。 

 


